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 徳大行事予定 
 2008/4/1～2008/6/30

●平成２０年度徳島大学新入生歓迎合宿　 
３月３１日[月]～４月１日[火]　 
国立淡路青少年交流の家　 
問い合わせ先： 学務部学務課 ０８８-６５６-７０８６　 
Ｅ-ｍａｉｌ： ｇｋｓｅｎｍｎ４＠ｊｉｍ．ｔｏｋｕｓｈｉｍａ-ｕ．ａｃ．ｊｐ　 
 
●平成２０年度徳島大学入学式 
４月７日[月] 
アスティとくしま 
問い合わせ先： 総務部秘書課 ０８８－６５６－７００９ 
Ｅ-ｍａｉｌ： ｈｉｓｏｕｍｕｋ＠ｊｉｍ．ｔｏｋｕｓｈｉｍａ－ｕ．ａｃ．ｊｐ 
 
●第５４回中・四国国立大学音楽美術連盟 
定期評議会　 
５月１０日[土]～１１日[日]予定　 
常三島キャンパス　 
問い合わせ先： 学務部学務課 ０８８-６５６-７０８６　 
Ｅ-ｍａｉｌ： ｇｋｓｅｎｍｎ４＠ｊｉｍ．ｔｏｋｕｓｈｉｍａ-ｕ．ａｃ．ｊｐ 
 
●徳島大学五月祭　 
５月１７日[土]～１８日[日]予定　 
常三島キャンパス　 
問い合わせ先： 学務部学務課 ０８８-６５６-７０８６　 
Ｅ-ｍａｉｌ： ｇｋｓｅｎｍｎ４＠ｊｉｍ．ｔｏｋｕｓｈｉｍａ-ｕ．ａｃ．ｊｐ　 
 
●平成２０年度国立大学法人等職員採用試験　 
第一次試験　 
平成２０年５月１８日[日] 
問い合わせ先： 総務部人事課 
人事第一係 ０８８-６５６-８６０１　 
Ｅ-ｍａｉｌ： ｊｎｊｉｎ１ｋ＠ｊｉｍ．ｔｏｋｕｓｈｉｍａ-ｕ．ａｃ．ｊｐ　 
 
●第５９回四国地区大学総合体育大会　 
６月２７日[金]・２９日[日] ラグビー　 
６月２７日[金]～２９日[日] 体操，弓道 
高知大学が当番大学　 
問い合わせ先： 学務部学務課 ０８８-６５６-７０８６　 
Ｅ-ｍａｉｌ： ｇｋｓｅｎｍｎ４＠ｊｉｍ．ｔｏｋｕｓｈｉｍａ-ｕ．ａｃ．ｊｐ 
 
●平成２０年度国立大学法人等職員採用試験  
第一次試験合格発表日　 
平成２０年６月３０日[月]　 
問い合わせ先： 総務部人事課 
人事第一係 ０８８-６５６-８６０１　 
Ｅ-ｍａｉｌ： ｊｎｊｉｎ１ｋ＠ｊｉｍ．ｔｏｋｕｓｈｉｍａ-ｕ．ａｃ．ｊｐ　 
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■ 

平
成
１９
年
度 

　
第
３
回
四
国
地
区
大
学
知
的
財
産 

　
戦
略
研
修
会
を
開
催 

 

　
徳
島
大
学
は
、去
る
１２
月
１０
日
、「
平

成
１９
年
度
第
３
回
四
国
地
区
大
学
知
的

財
産
戦
略
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
研
修
会
に
は
、
３０
機
関
か
ら
約
７０
名
が

出
席
し
、青
野
敏
博
徳
島
大
学
長
、吉
田

秀
保
文
部
科
学
省
研
究
振
興
局
研
究
環

境
・
産
業
連
携
課
技
術
移
転
推
進
室
室

長
補
佐
の
挨
拶
の
後
、活
動
成
果
事
例
紹

介
と
し
て
、

兼
平
重
和

㈱
テ
ク
ノ

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
四
国

事
業
本
部

長
か
ら
四

国
Ｔ
Ｌ
Ｏ

の
活
動
実
績
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、

引
き
続
き
、今
回
研
修
会
の
開
催
テ
ー
マ

で
あ
る
『
法
的
課
題
と
国
際
化
』
を
中
心

に
特
別
講
演
と
し
て
、鈴
木
国
際
特
許
事

務
所
長[

弁
理
士]

、吉
澤
経
済
産
業
省
大

学
連
携
推
進
課
長[

経
済
産
業
省]

、芥
川

日
亜
化
学
工
業
㈱
法
知
部
長[

企
業]

及

び
、鈴
木
八
戸
大
学
副
学
長[

大
学]

な
ど

多
方
面
か
ら
の
現
況
紹
介
を
も
と
に
参

加
者
と
の
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。 

　
研
修
会
後
半
に
は
、文
部
科
学
省
大

学
知
的
財
産
本
部
整
備
事
業
の
２１
世
紀

型
産
学
官
連
携
手
法
の
構
築
に
係
る
モ

デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
取
り
ま
と
め
た

「
利
益
相
反
事
例
解
析
集
」
を
も
と
に
産

学
官
連
携
の
推
進
に
必
要
不
可
欠
な
利

益
相
反
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
再
認
識
を
講

じ
、本
学
を
含
む
中
四
国
地
区
の
産
学

官
連
携
担
当
者
、技
術
移
転
担
当
者
の

能
力
向
上
を
図
り
ま
し
た
。 

 

■ 

共
通
教
育
賞
の
表
彰
式
を
実
施 

 

　
徳
島
大
学
全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー

は
、平
成
１９
年
度
前
期
共
通
教
育
賞
の

表
彰
式
を
１２
月
１３
日[

木]

に
実
施
し
、全

学
共
通
教
育
受
講
学
生
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
１６
名
の
教
員
が
選
出
さ

れ
、表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。 

　
同
賞
は
、全
学
共
通
教
育
の
授
業
を

担
当
す
る
教
員（
非
常
勤
講
師
を
含
む
。
）

対
象
と
し
て
、優
れ
た
授
業
を
実
践
し
、

教
育
方
法
及
び
内
容
を
学
生
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
た
教
員
を
表
彰
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、全
学
共
通
教
育
の
質
的
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。 

 

■ 

学
生
支
援
担
当 

　
教
職
員
研
究
会
を
開
催 

 

　
平
成
１９
年
１２
月
１７
日[

月]

、工
学
部
共

通
講
義
棟
大
会
議
室
で
「
平
成
１９
年
度

学
生
支
援
担
当
教
職
員
研
究
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。こ
の
研
究
会
は
学
生
支
援

担
当
教
員
、学
務
部
職
員
及
び
各
学
部

等
学
務
担
当
職
員
が
当
面
す
る
学
内
の

諸
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
す
る
と

と
も
に
相
互
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
標
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、今
年
度
２
回
目
の
開
催
で
、

愛
媛
大
学
の
野
本
先
生
に「
カ
ル
ト
問
題

の
対
応
に
つ
い
て
」の
講
演
を
お
願
い
し
、

愛
媛
大
学
の
最
新
の
情
報
、対
応
に
つ
い

て
情
報
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

■
競
争
的
資
金
の
不
正
使
用
防
止
に

　
関
す
る
説
明
会
を
開
催 

 

　
平
成
１９
年
１２
月
２６
日
、「
競
争
的
資
金

の
不
正
使
用
防
止
に
関
す
る
説
明
会
」

を
開
催
し
、研
究
者
、担
当
事
務
職
員
合

わ
せ
て
約
４
８
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
同
説
明
会
は
、同
年
１０
月
に
定
め
た

「
競
争
的
資
金
に
関
す
る
不
正
防
止
計

画
」
に
基
づ
き
開

催
し
た
も
の
で
、

不
正
防
止
計
画

推
進
室
長
で
あ
る

黒
田
総
務
担
当

理
事
に
よ
る
「
不

正
防
止
体
制
の
整

備
」
、長
尾
研
究
担
当
理
事
に
よ
る
「
研

究
不
正
の
防
止
」
、佐
藤
監
査
室
長
に
よ

る
「
研
究
費
執
行
上
の
注
意
事
項
」
に
つ

い
て
説
明
の
後
、活
発
に
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

■ 

平
成
１９
年
度
康
楽
賞 

　
受
賞
者
決
定 

 

　
平
成
１９
年
度
の
康
楽
賞
の
受
賞
者（
教

員
１２
人
、学
生
５２
人[

学
術
研
究
関
係
２８

人
、奨
学
生
２４
人]

）が
決
定
し
、１
月
１８

日[

金]

、長
井
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い
て
贈

与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
康
楽
賞
は
、昭
和
２６
年
に
開
始
さ
れ
、

今
回
で
５７
回
目
を
数
え
る
も
の
で
、本
学

の
教
員
で
そ
の
研
究
に
成
果
の
あ
っ
た
者

並
び
に
学
生
で
そ
の
人
物
、学
業
成
績
、

研
究
成
果
等
が
優
秀
で
あ
る
者
及
び
学

業
成
績
が
優
秀
で
、か
つ
経
済
的
に
困
難

で
あ
る
者
を
財
団
法
人
康
楽
会
が
毎
年

表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
式
で
は
、学
長
か
ら
賞
状
の
授
与
、財

団
法
人
康
楽
会
か
ら
御
出
席
い
た
だ
い

た
野
田
理
事
か
ら
賞
金
が
贈
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、学
長
、並
び
に
受
賞
者
を

代
表
し
て
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ

ン
ス
研
究
部
海
江
田
義
也
教
授
か
ら
、財

団
法
人
康
楽
会
に
対
し
て
謝
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

■ 

徳
島
大
学
病
院
フ
ォ
ー
ラ
ム 

　
2
0
0
8
開
催 

 

　
２
月
１６
日[

土]

、徳
島
大
学
病
院
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

徳
島
医
学
研
究
・
教
育
支

援
機
構
、徳
島
新
聞
社
と
の
共
催
に
よ
り

徳
島
県
立
郷
土
文
化
会
館
に
お
い
て「
徳

島
大
学
病
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
８
」
を

開
催
し
ま
し
た
。 

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、

第
一
部
は
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

〜
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
あ
な
た
に
〜
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
市
民
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。
徳
島
県
が
１４
年
連
続
糖

尿
病
死
亡
率
全
国
１
位
と
い
う
こ
と
を

受
け
て
糖
尿
病
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ

れ
た
こ
と
で
県
民
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い

る
た
め
か
、会
場
に
は
、約
８
０
０
名
の

市
民
が
詰
め
か
け
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。 

　
第
二
部
で
は
、医
師
、看
護
師
、コ
メ
デ

ィ
カ
ル
向
け
に
「
医
療
従
事
者
向
け
研
修

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
約
２
０
０
名
の

医
師
、看
護
師
、コ
メ
デ
ィ
カ
ル
が
参
加

し
、熊
本
大
学
大
学
院
代
謝
内
科
学
教

授 

荒
木
栄
一
氏
に
よ
る『
糖
尿
病
治
療
の

新
展
開
〜
予
防
か
ら
新
規
治
療
薬
の
選

択
ま
で
〜
』
と
、筑
波
大
学
附
属
病
院
長 

山
田
信
博
氏
に
よ
る『
動
脈
硬
化
と
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

■ 

職
員
Ｏ
Ｂ
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
　 

　
徳
島
大
学
し
ん
く
ら
展 

　
〜
絵
画
の
部
〜
開
催 

 

　
徳
島
大
学
で
は
、地
域
・
国
際
交
流
プ

ラ
ザ[

日
亜
会
館]

「
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
」
に

お
い
て
、日
亜
会
館
オ
ー
プ
ン
２
周
年
記

念
と
し
て
、ま
た
、文
化
活
動
を
し
て
い

る
職
員
Ｏ
Ｂ
と
現
役
職
員
の
文
化
的
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
職
員

Ｏ
Ｂ
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ 

徳
島
大
学
し
ん

く
ら
展
〜
絵
画
の
部
〜
」
と
題
し
て
２
月

８
日[

金]

〜
２
月
１８
日[

月]

に
開
催
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
展
覧
会
は
、職
員
Ｏ
Ｂ
及
び
現
役

職
員
が
余
暇
を
活
用
し
て
制
作
し
た
力

作
揃
い
の
２２
点
の
絵
画[

油
絵
、水
彩
画
、

墨
彩
画]

及
び
絵
画
展
示
の
い
ろ
ど
り
を

添
え
る
た
め
松
な
ど
の
盆
栽
の
協
賛
出

展
も
あ
り
、大
学
教
職
員
だ
け
で
な
く
、一

般
市
民
の
方
も
多
数
訪
れ
、地
域
交
流
の

場
と
し
て
大
い
に
そ
の
開
催
意
義
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

　
な
お
、職
員
Ｏ
Ｂ
と
連
携
し
た
展
覧
会

は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、展
示
終
了
日

に
短
時
間
で
し
た
が
、創
作
活
動
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
懇
談
を
行
い
、さ
ら
な
る
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、職
員
Ｏ
Ｂ
か
ら
こ
の
よ
う
な
催

し
が
あ
れ
ば
、創
作
意
欲
が
湧
く
と
の
意

見
も
あ
り
、第
２
回
開
催
も
視
野
に
入
れ

て
い
ま
す
。 


